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社団法人　日本舞踊協会
平成��年度事業報告書　自　平成��年４月１日

至　平成��年３月��日

�．　日本舞踊の調査、研究及びその成果の発表

　イ．舞踊に関する年間の記録調査

　ロ．平成��年度の年間において諸記録及び統計的調査を行った。

�．　日本舞踊の技能及び教養向上のための研修

　　　平成19年度「舞踊家のための研修指導講習会」（吾妻徳彌、尾上菊之丞、

花柳寿南海、藤間藤太郎、若柳壽延各理事担当）

　　　　研修内容『舞踊の化粧（解説と実習）』　

　　　　講　　師　新井　清

NO. 支部名 日程 会場名 受講者人数
（人）

１ 神奈川 ７月15日（日） 崎陽軒本店　会議室 42

２ 静岡 ７月16日（祝・月） 静岡市民文化会館 39

３ 山形 ７月22日（日） 山形市民会館 23

４ 群馬 ７月25日（水） 前橋市民文化会館 30

５ 千葉 ７月28日（土） 千葉市　新町自治会館 36

６ 栃木 ７月29日（日） 栃木県総合文化センター 20

７ 北海道 ８月３日（金） 札幌エルプラザ 44

８ 岩手 ８月５日（日） 岩手県水産会館 46



9 福島 ８月19日（日） 市民プラザ 49

10 秋田 ８月26日（日） ねぶり流し館 35

合　　　計 �64

�．　日本舞踊に関する研究発表会・舞踊会の開催

　イ．第51回日本舞踊協会公演（西川扇藏、花柳壽輔、花柳寿南海、坂東三津

五郎、藤間紫、藤間蘭景理事担当）

　　　　2008都民芸術フェスティバル参加公演として、東京都助成、NHK後

援により３日間昼夜にわたり計42番を上演した。

　　　　各流派の代表的舞踊家から次代を担う新進の舞踊家まで110名が出演

した。

　　　　今回もNHKによる収録があり、演目の一部は全国に放送される。

　　〇日時　平成��年２月�5日（金）、�6日（土）、�7日（日）

　　　　　　（第１部／午前��時、第２部／午後４時　開演）

　　○会場　　国立劇場大劇場（東京都千代田区隼町）

　　○主な上演曲目及び出演者

　　　２月�5日㈮第１部　長　唄「新一つとや」他全７曲　猿若　裕貴他全20名

　　　　　　　　第２部　常磐津「角　兵　衛」他全７曲　花柳源九郎他全19名

　　　　　�6日㈯第１部　長　唄「新一つとや」他全７曲　西川扇重郎他全17名

　　　　　　　　第２部　常磐津「粟　　　餅」他全７曲　西川箕乃助他全19名

　　　　　�7日㈰第１部　長　唄「新一つとや」他全７曲　花柳　昌克他全22名

　　　　　　　　第２部　大和楽「風流洛中洛外」他全７曲　五條雅之助他全15名

　　　　△観客動員数6，�5�名

　ロ．平成��年各流派合同新春舞踊大会（吾妻徳彌、井上八千代、橘芳慧、藤

間藤太郎、若柳壽延各理事担当）

　　　　若手舞踊家の登竜門として、文化庁平成��年度芸術団体人材育成支援



事業、文化庁後援のもと４日間昼夜にわたり計84番を上演した。

　　　　２日間にわたり予選（平成��年９月��日、��日　於：月島社会教育会

館）を実施、予選通過者6�名と予選免除の大会賞・奨励賞受賞者の�5名

の計84名が出演した。

　　〇日時　平成��年１月９日（水）、��日（木）、��日（金）、��日（土）

　　　　　　（第１部／午前��時、第２部／午後４時開演）

　　〇会場　国立劇場小劇場（東京都千代田区隼町）

　　〇主な上演曲目及び出演者

　　　１月９日　第１部　長　唄「小　原　女」他全��曲　若柳　吉央他全��名

　　　　　　　　第２部　常磐津「菊　の　盃」他全��曲　藤間藤多寿他全��名

　　　　　��日　第１部　清　元「文　売　り」他全��曲　坂東三奈慧他全��名

　　　　　　　　第２部　清　元「玉　　　屋」他全��曲　花柳和まい香他全��名

　　　　　�1日　第１部　清　元「北　　　州」他全��曲　吾妻豊太郎他全��名

　　　　　　　　第２部　長　唄「新 曲 浦 島」他全��曲　西川　晶草他全��名

　　　　　��日　第１部　常磐津「三ツ面子守」他全��曲　五月菜津穂他全��名

　　　　　　　　第２部　長　唄「外　記　猿」他全��曲　花柳九州光他全��名

　　　　△観客動員数�，��5名

　ハ．第�4回創作舞踊劇場公演（尾上菊之丞、橘芳慧、花柳寿南海、花柳芳次

郎（現・壽輔）、藤間紫各理事担当）

　　　　第�4回創作舞踊劇場公演を、文化庁平成19年度芸術創造活動重点支援

事業、（社）企業メセナ協議会認定、NHK後援として上演した。

　　　　またNHKの収録があり「芸術劇場」において放送された。

　　〇公演名「マクベスより 予言 －夢にかける情熱と不安についての物語－」

　　〇日時　平成��年５月��日（水）～６月３日（日）

　　　　　（��日�8時・��日��時半・１日��時半/18時半・２日��時/�8時・

３日��時/�6時　計８回公演）

　　〇会場　ル　テアトル銀座（東京都中央区銀座）

　　〇スタッフ

　　　原作：ウィリアム・シェイクスピア　脚本：齋藤雅文　演出：山田和也



芸術監督：花柳芳次郎（現・壽輔）　企画原案：花柳壽楽　音楽：鶴見幸

代・徳澤青弦　美術：二村周作　照明：足立　恒　音響：山本浩一　衣

裳デザイン：合田瀧秀　舞台監督：大津留千博　振付：西川箕乃助・花

柳せいら　振付補佐：花柳達真　制作：市山松扇・西川扇与一・花柳錦

之輔・花柳基・花柳幸舞音・藤間達也・藤間めぐ美　プロデューサー：

難波利幸

　　〇スタッフ

　　　【Ａ公演】藤間蘭黄・西﨑峰・花柳寿南海・藤蔭静枝・坂東勝友・花柳

昌太朗・藤間藤太郎・若柳里次朗・花柳寿太一郎

　　　【Ｂ公演】若柳壽延・藤間恵都子・橘芳慧・藤間万惠・花柳和・猿若清三郎・

花柳寿美・尾上青楓・花柳典幸

　　　【シングルキャスト】西川大樹・西川扇重郎・花ノ本海・藤間仁凰・花

柳昌克・西川扇衛仁・西川一右・西川潤・花柳琴臣・花柳輔蔵・花柳昌

鳳生・若柳吉優亮・岩井梅我・西川小扇姿・西川小扇路・西川真弥・花

柳和あやき・花柳寿愛理・花柳路太・藤蔭静千華・藤蔭静寿・藤蔭美湖・

藤蔭瑠里娘・藤間めぐ美・松本幸亜・水木歌寿・若柳薫子・若柳百吾

　　　　△観客動員数3，592名

�．　舞踊に関する内外資料及び文献の収集保存

　　　　　本年度に収集した文献図書は、次の通り。

　　　　全日本舞踊連合発行「舞踊年鑑��」、南窓社「日本舞踊とともに」（西

形節子著）、（社）日本演劇協会「演劇年鑑　���7年度版」、新国立劇場

情報センター「日本洋舞史年表Ⅳ－1，Ⅳ－2」

�．　日本舞踊家の顕彰及び福利厚生

　イ．平成��年度の永続舞踊家表彰者は次の通り。５月�8日、第5�回定時会員

総会にて表彰し、感謝状の贈呈、記念写真の撮影を行った。

　　　葵友希、赤堀つる昭、吾妻千恵穂、吾妻秀扇、泉佳紀恵、泉佳穂舟、泉



徳正雪、市山扇志津、市山直須磨、市山万寿次、井上政枝、音羽菊雛、

尾上菊右、柏木栄茅衛、神﨑保乃、五條宏彌、五月千都勢、猿若吉栄、

猿若清光、瀬川仙美、 家真ますみ、橘祥鳳、七々扇橘花、西川環歳、

西川小扇右、西川小扇孝、西川小扇駒、西川小扇訥、西川市扇香、西川

扇左条、西川扇翔城、西川扇之栄、西川扇婦美、西川千代加、西川豊比

呂、西﨑美和、花川菊蝶、花川琴弥、花ノ本寿次、花柳嘉久輔、花柳和

津禰、花柳公子、花柳佐京、花柳三久富、花柳翠羽、花柳美香衛、花柳

美寿蔵、花柳美千仍、花柳百々美、坂東加奈弥、坂東大蔵、坂東雅洋也、

坂東三惠之衛、坂東三千丸、坂東三津喜代、坂東三奈代、藤間晶素娥、

藤間瑛乾、藤間勘貴峯、藤間勘清、藤間勘久二、藤間勘翠、藤間勘蘇女、

藤間勘十紫、藤間清江、藤間濃絵、藤間秀榮、藤間琇豊、藤間翠珠、藤

間勢弥、藤間高彌、藤間太真樹、藤間玉園、藤間千鶴、藤間蔦弓、藤間

寛秀、藤間藤人、藤間三僖、松賀楓、松賀香芳、松風さつき、松島千恵、

松見彌華穂、松本幸延、水木歌寿人、水木歌保、水木歌容、宮眞理、山

路曜生、山村雅加津、若狭寿妙、若狭満希実、若柳綾津、若柳一光、若

柳菊、若柳菊栄、若柳吉敦 、若柳吉歌仙、若柳吉清穂、若柳吉咲寿、

若柳吉勢次、若柳吉津奈、若柳吉羽、若柳吉政広、若柳扇祐、若柳千栄

次、若柳津久紫、若柳東延、若柳登紀春、若柳友拡、若柳延喜代、若柳

秀、若柳芳順、若柳和佳春（以上��4名・五十音順）

　ロ．平成��年各流派合同新春舞踊大会受賞者

　　　　新春舞踊大会に出演したもののうちから、将来ある新進舞踊家の斯道

奨励をはかるため、その成果を審査したうえ、優秀なる成績を収めたも

のに次の通り授賞を決定。

　　　文部科学大臣奨励賞

　　　　　花柳達真　　清元「傀　儡　師」

　　　大会賞

　　　　　花柳大日翠　清元「傀　儡　師」　若柳美香康　清元「流　　　星」

　　　　　若柳薫子　清元「玉　　　屋」　坂東冨起子　常磐津「源　　　太」



　　　　　若柳延祐　常磐津「日高川三ツ面」　花柳昌克　長唄「外　記　猿」

　　　　　藤蔭静寿　荻江「鐘　の　岬」　花柳錦翠美　清元「北　　　州」

　　　会長賞（大会賞３回受賞者）

　　　　　若　柳　延　祐

　　　奨励賞

　　　　　花柳昌鳳生　長唄「越 後 獅 子」　花柳光朋美　長唄「賤の小田巻」

　　　　　花柳琴臣　清元「梅　の　春」　花柳和まい香　清元「玉　　　屋」

　　　　　若柳吉優人　清元「玉　　　屋」　花柳九州光　長唄「外　記　猿」

　　　　　若柳吉央　長唄「小　原　女」　吉村藤園　大和楽「 鐘 」

　　　審査員

　　　　　葛　西　聖　司　　龍　居　竹之介　　西　形　節　子　

　　　　　渡　辺　　　保　　吾　妻　徳　彌　　井　上　八千代

　　　　　尾　上　菊之丞　　橘　　　芳　慧　　西　川　扇　藏

　　　　　花　柳　壽　輔　　花　柳　寿南海　　藤　間　藤太郎

　　　　　藤　間　蘭　景　　若　柳　壽　延　　藤　間　章　作

　　　　　藤　間　紋寿郎

　ハ．「花柳壽應賞」第22回新人賞

　　　「花柳壽應賞」授賞者の選考にあたり、犬丸直協会会長、川口幹夫協会

副会長、織田紘二、龍居竹之介、西形節子の５氏に選考委員を委嘱し、

前以て舞踊評論家及び舞踊に関心ある学識経験者に授賞候補者のアン

ケートを求めたものを参考として、平成��年１月�5日、選考委員会を開

催した。

　　　　その結果、第��回新人賞として次の通り授賞者を決定した。

　　　　山　村　　若　　山村流六世宗家として上方舞の継承、発展につとめ、

今後の期待も大きい。「第５回山村若の会」におい

ては、芸術祭優秀賞を受賞、「融」の再演を試みる

など、創作意欲も旺盛で高く評価できる。

　　　授賞式は第5�回定時会員総会（平成��年5月��日）にて各流派合同新春

舞踊大会の授賞式と併せて挙行予定。



　ニ．東京芸能人国民健康保険組合に加入している協会員の現在数は次の通り

　　　　協会員��名　その他の家族��名　合計4�名

　ホ．社団法人日本芸能実演家団体協議会の芸能人年金加入者は次の通り

　　　　協会員4�名

　ヘ．会員の慶弔見舞に関する事項

　　　　　祝　電　６件

　　　　　弔慰金　20件

　　　　　供　花　４件

　　　　　弔　電　８件

�．　機関紙及び図書等の刊行

　イ．機関紙「日本舞踊協会報」の発行

　　　　本年度も「日本舞踊協会報」を年４回定期に発行した。

�．　その他目的を達成するために必要な事業

　イ．平成19年度文化庁芸術祭参加公演

　　　（関東）

　　　第６回桐花の会    ��月�4日　国立小劇場

　　　第９回西川箕乃助の会　　　  ��月�5日　国立小劇場

　　　第27回 の会　　　　　　　  ��月�7日　国立小劇場

　　　藤間勘七孝　孝の会Ⅴ    ��月��日　セルリアンタワー能楽堂

　　　吉村千比呂の会  　　　　  ��月��日　銕仙会能楽研修所

　　　第６回葵七皆の会　　    ��月��日　国立能楽堂

　　　西﨑流創作舞踊公演　　　　  ��月��日　国立小劇場

　　　瑞扇の会－班女ふたり－    ��月�6日　セルリアンタワー能楽堂

　　　梅朝の会　　　　　　　　　  ��月�8日　国立小劇場

　　　第�5回花柳創依リサイタル　  ��月�8日　紀尾井小ホール

　　　第��回吉村桂充　舞の会    ��月��日　紀尾井小ホール

　　　第��回藤間蘭黄の会    ��月��日　国立小劇場



　　　第７回花柳せいらの會    ��月１日　国立小劇場

　　　華継会　藤間清継リサイタル  ��月５日　国立小劇場

　　　第９回恵翔会    ��月７日　国立小劇場

　　　第６回楳茂都梅衣華　舞の会  ��月９日　紀尾井小ホール

　　　第２回恵華乃会    ��月10日　日本橋劇場

　　　（関西）

　　　第５回山村若の会　    ��月２日　国立文楽劇場

　　　第９回花柳乃三の会    ��月６日　国立文楽劇場

　　　與の会　一扇会    ��月７日　国立文楽劇場

　　　花柳三春の会    ��月�8日　国立文楽劇場

　　　英晃の会    ��月��日　国立文楽劇場

　　　山村楽の会    ��月�8日　箕面市立メイプルホール

　　　第19回西川充りさいたる    ��月４日　京都宮川町歌舞練場

　ロ．本物の舞台芸術体験事業

　　　（ 吾妻徳彌・橘芳慧・藤間藤太郎各理事担当／泉翔蓉・橘寿法・西川扇

与一・花柳基各担当参与）

　　　　体育館に舞台を作りこみ、いつもの学校にいながらにして本物の舞台

芸術を体験してもらうという趣旨の、本物の舞台芸術体験事業（文化庁

主催・日本舞踊協会制作）を下記の通り開催した。

　　　演目・出演者

　　　一、義太夫「二人三番叟」　西川大樹・若柳里次朗

　　　二、三番叟になってみよう

　　　三、おどり・躍る・踊ろう！

　　　四、義太夫「櫓のお七」　花柳和あやき

　　　共演： 西川扇衛仁・西川真弥・花柳寿太一郎・花柳達真・花柳昌克・藤

間藤椛・水木扇升

　　　司会：藤蔭静千華　



（日程・開催県・開催校）

NO. 開催月日 開演時間 開催県 開催校名

１ ��/ 9（火） ��：�� 大分県 竹田市立都野小学校

２ ��/��（水） ��：5� 大分県 佐伯市立佐伯小学校

３ ��/��（木） ��：�� 宮崎県 延岡市立三川内中学校

４ ��/��（金） ��：�� 宮崎県 延岡市立延岡小学校

５ ��/�5（月） ��：�� 宮崎県 宮崎市立宮崎小学校

６ ��/�6（火） ��：�� 宮崎県 宮崎市立倉岡小学校

７ ��/�7（水） 14：�� 宮崎県 日南市立細田中学校

８ ��/�8（木） ��：�� 鹿児島県 鹿児島市立吉田北中学校

9 ��/��（金） ��：�� 鹿児島県 鹿児島県立串木野養護学校

10 ��/��（月） 14：�� 鹿児島県 東串良町立東串良中学校

追加公演 ２/��（水） ��：�� 東京都 荒川区立第六日暮里小学校

　ハ．各種団体との連携事業及び協力

　　　⑴日本芸能実演家団体協議会（芸団協）への協力

　　　 　わが国の芸能実演家に共通の利益を確保するため芸能界全体を統合す

る日本芸能実演家団体協議会の運営に協力した。

　　　⑵芸術家会議への協力

　　　　文化庁より国庫負担金の交付を受けている団体で構成される「芸術家

会議」の積極的な助成をはかるための国会議員、文化庁との会議開催に

協力した。



　　　⑶全日本舞踊連合への協力

　　　　舞踊関係４団体により組織されている「全日本舞踊連合」については、

「舞踊年鑑��平成��年の記録」の発行、また第�8回舞踊ゼミナール（６

月６日：日本橋劇場）に参加協力した。

　ニ．その他

　　　⑴第22回国民文化祭に参加

　　　　第��回国民文化祭・とくしま���7「日本舞踊の祭典」に共催団体とし

て 参加し、平成��年��月�8日（日）徳島市立文化センターで公演。

　　　　協会からは徳島県支部、青森県支部、岩手県支部、栃木県支部、千葉

県支部、群馬県支部、神奈川県支部、東京支部城南ブロック、岡山県支

部、山口県支部、香川県支部、福岡県支部、熊本県支部の各支部が参加

出演した。

　　　⑵東京新聞社主催全国舞踊コンクールへの協力

　　　　東京新聞社主催、文化庁・東京都後援の第6�回全国舞踊コンクールに

協賛し、平成��年４月�5日、次の通り入賞者が決定。

　　　　日本舞踊協会賞として賞状を贈呈した。

　　　　邦楽第１部　第１位「供 奴」　向　井　　　信

　　　　　　　　　　第２位「玉　　　兎」　山　沢　弘　子

　　　　　　　　　　第３位「麾（ぜい）」　永　山　玲緒奈

　　　　邦楽第２部　第１位「汐 汲」　新　倉　実南子

　　　　　　　　　　第２位「う ぐ い す」　金　子　奈津美

　　　　　　　　　　第３位「初　　　陣」　村　川　英　央

　　　⑶明治神宮奉納舞踊

　　　 　恒例により、明治神宮の春秋２回の大祭に奉賛し、長唄協会と合同で

舞踊を奉納した。

　　　春季例大祭　５月３日（木）　明治神宮神前舞台

　　　　　　　　　長　唄　「老　　　松」　花 柳 寿太一郎

　　　　　　　　　長　唄　「蓬　　　莱」　若　柳　吉初恵

　　　秋季例大祭　11月２日（金）　明治神宮神前舞台



　　　　　　　　　長　唄　「七　福　神」　西　川　扇衛仁

　　　　　　　　　長　唄　「島 の 千 歳」　市　山　七十世

　　　⑷東京都こども芸能体験ひろばに参加

　　　 　東京都こども芸能体験ひろば実行委員会が主催する「こども芸能体験

ひろば」に実行委員として参加。アウトリーチと公演を下記の通り実施

した。

　　　＜アウトリーチ＞

　　　　１月��日（土）　　於：小平市中央公民館

　　　　１月�7日（日）　　於：東村山市立中央公民館

　　　　　出演：西川大樹・西川真弥・藤間藤椛・水木扇升・若柳里次朗

　　　＜公演＞

　　　　１月�7日（日）　於：東村山市立中央公民館

　　　　演目：清元「三社祭」　　　

　　　　出演：西川大樹・若柳里次朗

　　　⑸国立劇場主催公演「笑いの舞踊　－日本舞踊は楽しい－」

　　　　　 ５月�6日（土）、国立劇場大劇場で、「笑いの舞踊　－日本舞踊は楽

しい－」が（社）日本舞踊協会協力で開催された。



平成 �9 年度　処 務 概 要

　平成��年４月１日から平成��年３月��日に至る処務概要は次の通り。

�．　会員に関する事項

　イ．平成��年３月��日現在における会員総数
　　　　正　会　員　　　5，���名
　ロ．会員異動状況明細
　　　18年度末　新入会　再加入他　　退会　　死亡　19年度末　　増減
　　　　6�148名　　150名　　　４名　279名　31名　　5�992名　△156名

�．　役員会及びその会合に関する事項

　イ．理事会並びに監事会
　　　【第���回　理事会並びに監事会】
　　　日　時　平成��年４月�7日（金）　午後５時30分
　　　会　場　東京都中央区築地３－�5－1
　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　西川扇藏他��名（書面議決者７名を含む）
　　　協議事項
　　　　　⑴ 平成�8年度事業報告書（案）並びに収支計算書（案）及び平成19年度

事業計画書（案）並びに収支予算書（案）承認の件
　　　　　⑵第5�回定時会員総会次第承認の件
　　　　　⑶役員改選の件
　　　　　⑷ 第5�回定時会員総会における事業制作担当、事業担当参与委員等

紹介承認の件
　　　　　⑸永続舞踊家表彰者承認の件
　　　　　⑹入･退会承認の件
　　　【第���回　理事会並びに監事会】
　　　日　時　平成��年６月�5日（金）　午後５時
　　　会　場　東京都中央区築地３－�5－1
　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　西川扇藏他��名（書面決議者７名を含む）



　　　協議事項
　　　　　⑴常任理事互選の件
　　　　　⑵参与等の見直しの件
　　　　　⑶平成��・��年度事業担当理事選任の件
　　　　　⑷平成��年度平成��年新春舞踊大会開催要項の件
　　　　　⑸入･退会承認の件
　　　　　⑹その他
　　　【第���回　理事会】
　　　日　時　平成��年７月��日（金）　午後５時
　　　会　場　東京都中央区築地３－�5－1
　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　花柳壽輔他�6名（書面決議者９名を含む）
　　　協議事項
　　　　　⑴平成��年各流派合同新春舞踊大会外部審査員委嘱の件
　　　　　⑵新流派（瑳川流）入会の件
　　　　　⑶委員・参与への登用の件
　　　　　⑷邦楽舞踊名流会後援名義使用願いの件
　　　　　⑸「私的録音・録画補償金制度存続」アピール文への連名の件
　　　　　⑹入・退会承認の件
　　　【第���回　理事会】
　　　日　時　平成��年９月�4日（金）　午後５時��分
　　　会　場　東京都中央区築地３－�5－1
　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　西川扇藏他�7名（書面決議者��名を含む）
　　　協議事項
　　　　　⑴平成��年度支部助成金の件
　　　　　⑵「芸能花舞台」日本舞踊小品集企画の件
　　　　　⑶入・退会承認の件
　　　【第��4回　理事会】
　　　日　時　平成��年��月��日（月）　午後５時
　　　会　場　東京都中央区築地３－15－1
　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　西川扇藏他�4名（書面決議者５名を含む）



　　　協議事項
　　　　　⑴花柳壽應賞第��回新人賞　審査委員委嘱の件
　　　　　⑵ 東京新聞主催「第65回全国舞踊コンクール」協賛名義使用並びに

賞状贈与の件
　　　　　⑶福島県支部推薦状依頼の件
　　　　　⑷神奈川県支部感謝状依頼の件
　　　　　⑸入・退会承認の件
　　　【第��5回　理事会】
　　　日　時　平成��年��月��日（月）　午後５時
　　　会　場　東京都中央区築地３－�5－1
　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　花柳壽輔他�7名（書面決議者７名を含む）
　　　協議事項
　　　　　⑴花柳壽應賞第��回新人賞　審査委員委嘱の件
　　　　　⑵定款変更の件
　　　　　⑶就業規則の件
　　　　　⑷事務局体制承認の件
　　　　　⑸入・退会承認の件
　　　　　⑹その他
　　　【第��6回　理事会並びに監事会】
　　　日　時　平成��年��月��日（水）　午後５時
　　　会　場　東京都千代田区紀尾井町４－1
　　　　　　　ホテルニューオータニ　ザ・メイン「大観苑」
　　　出席者　花柳壽輔他��名（書面決議者７名を含む）
　　　協議事項
　　　　　⑴日本舞踊協会の財政対策の件
　　　　　⑵第5�回（平成��年）日本舞踊協会公演の日程の件
　　　　　⑶支部役員の顕彰の件
　　　　　⑷北海道支部と北海道新聞社共同舞踊会の名義の件
　　　　　⑸入・退会承認の件
　　　【第307回　理事会並びに監事会】
　　　日　時　平成��年３月�7日（月）　午後５時
　　　会　場　東京都中央区築地３－15－1



　　　　　　　築地本願寺第一伝道会館２階　伽羅の間
　　　出席者　西川扇藏他��名（書面決議者８名を含む）
　　　協議事項
　　　　　⑴協会財政対策の件
　　　　　⑵定款並びに細則変更の件
　　　　　⑶第5�回定時会員総会議題並びに開催案内の件
　　　　　⑷事務局体制の件
　　　　　⑸事務局職員給与改定の件
　　　　　⑹入・退会承認の件
　　　　　⑺その他
　ロ．全国支部長・ブロック長会議
　　　日　時　平成��年��月27日（火）
　　　会　場　東京都港区高輪３－��－１
　　　　　　　グランドプリンスホテル高輪２階　鈴蘭の間
　　　出席者　（支部長・ブロック長）　藤間章作東京支部長他��名
　　　　　　　（理事）西川扇藏他９名
　　　議　題　⑴事務局報告
　　　　　　　⑵新公益法人への移行について
　　　　　　　⑶支部要望事項
　　　　　　　⑷意見交換
　　　　　　　⑸その他
【第52回定時会員総会】
　　　日　時　平成��年５月�8日（月）　正午
　　　会　場　東京都港区高輪３－��－１
　　　　　　　グランドプリンスホテル高輪地下１階　プリンスルーム
　　　出席者　犬丸直他�，45�名（委任状�，�4�名を含む）
　　　議　題　第１議題　平成�8年度事業報告書及び収支計算書承認の件
　　　　　　　第２議題　平成�8年度貸借対照表並びに財産目録承認の件
　　　　　　　第３議題　平成��年度事業計画書並びに収支予算書承認の件
　　　　　　　第４議題　役員任期満了につき改選の件
　　　　　　　第５議題　参与等の見直しの件



�．　許可指令、指示に関する事項

　イ．文化庁後援名義使用及び文部科学大臣奨励賞状交付決定の件
　　　文化庁に対し、平成��年各流派合同新春舞踊大会の開催に当たり、後援

名義の使用承認及び文部科学大臣奨励賞状の交付を申請、平成��年��月
��日付��諸庁財第１の�7号、平成��年��月��日��諸庁第１の�7号をもっ
て許可された。

　ロ．文化庁平成��年度芸術団体人材育成支援事業の請負の件
　　　⑴ 平成��年各流派合同新春舞踊大会の開催に当たり、平成20年１月７日

付をもって請負代金���万円の請負契約書をかわした。
　　　⑵平成��年度舞踊家のための研修指導講習会の実施に当たり、平成��年

　７月��日付をもって請負代金75万円の請負契約書をかわした。
　ハ．文化庁平成��年度芸術創造活動重点支援事業の請負の件
　　　平成��年度第�4回創作舞踊劇場公演の開催に当たり、平成��年５月��日

付をもって請負代金�，7��万円の請負契約書をかわした。
　ニ．平成19年度文化庁「本物の舞台芸術体験事業」の請負の件
　　　⑴ 平成19年度文化庁「本物の舞台芸術体験事業（邦楽・邦舞公演）」の

実施に当たり、平成��年８月�8日付をもって請負代金5�，���千円の請
負契約書をかわした。

　　　⑵ 平成��年度文化庁「本物の舞台芸術体験事業（邦楽・邦舞公演）」の
追加公演の実施に当たり、平成��年２月４日付をもって請負代金�，5�7
千円の請負契約書をかわした。

　ホ．東京都芸術文化団体補助金交付受達の件
　　　平成��年度第5�回日本舞踊協会公演の開催に当たり、���8都民芸術フェ

スティバルに参加し、東京都に対し補助金を申請、平成��年��月６日付
��生文振事第���号をもって、補助金6，���千円交付の通知を受けた。

　へ．実演家著作隣接権センター（CPRA）助成金交付受達の件
　　　平成��年各流派合同新春舞踊大会の開催に当たり、実演家著作隣接権セ

ンターに対し、助成金の交付を申請、平成��年３月２日付で助成金5�万
円の交付決定の通知を受けた。

　ト．その他
　　　⑴ 平成��年度第�4回創作舞踊劇場公演の開催に当たり、日本放送協会に

対し、後援名義使用許可を申請したところ、平成��年４月�4日付で許可



された。
　　　⑵ 平成��年度第5�回日本舞踊協会公演の開催に当たり、日本放送協会に

対し、後援名義使用許可を申請したところ、平成��年��月４日付で許
可された。

　　　⑶平成��年度第�4回創作舞踊劇場公演の開催に当たり、社団法人企業
　　　　メセナ協議会に対し、助成認定活動許可を申請、平成��年２月８日付

　　　　で許可された。

�．　文書発受に関する事項

　　　本年度における文書発受は次の通り
　イ．発信数　4�，�8�通　ロ．受信数　8，�4�通



社団法人　日 本 舞 踊 協 会
（ 一 般 会 計 ）

収 支 計 算 書
自平成��年４月１日～至平成��年３月��日

（単位：円）

⑴　収 入 の 部
科　　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 備　　　考

�．　財　産　収　入
　　　基本財産利息収入
　　　運用財産利息収入
�．　会　費　収　入
　　　正会員会費収入
�．　入 会 金 収 入
　　　正会員入会金収入
4．　事　業　収　入
　　　舞台芸術（学校）
　　　研修指導講習会
　　　こ ど も ひ ろ ば
5．　寄 付 金 収 入
6．　特別会計より繰入金
7．　その他の収入
　　　花柳壽応賞運営金
　　　雑 収 入

�0,000
������
������

��,000,000
6���������
�,000,000
���������
�8,000,000
47��������
���������

�
�0,000

�,�00,000
��0,000

�
�5�����

�00,���
48��8�
5���8�

�9,�90,000
5��7������
�,�00,000
��5������
��,99�,000
54�7�6����
���87����
88�����

0
�,�00,000
�,���,���
���������
�4��465

△�0,���
△�8��8�
△����8�
�,��0,000
���������
�00,000
5������

△8,99�,000
△7�7�6����
△�87����
△88�����
�0,000

0
△�,99�,���

 
8�5�5

注：⑴
注：⑵

　

当 期 収 入 合 計　A ����75����� ������5���7 △���75���7

前 期 繰 越 収 支 差 額 44�������� 44��64�556 △�64�556

収 入 合 計 　 B �56�75����� �66��8��5�� △��5���5��

⑵　支 出 の 部
科　　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 備　　　考

�．　事　　業　　費
　　　舞台芸術（学校）
　　　研修指導講習会
　　　こ ど も ひ ろ ば
　　　調 査 費
　　　資 料 費
　　　印 刷 費
　　　広 報 費
　　　連 絡 提 携 費
　　　慶 弔 費
　　　顕 彰 費
　　　花 柳 壽 応 賞 費

��,��0,000
47��������
���5�����

�
�������
�������
��6������
��8������
5������
���������
���������
5������

��,���,�9�
48������47
����4�76�
��8�785
86����
�����5

���7��858
5����8
�4�����
7�7�4��
7����76
4�5�7��

88�,�0�
△�������47
△�64�76�
△��8�785
������
66��75
5�7��4�

��74��7��
�57����
����5��
�78�7�4
84��7�



�．　組　　織　　費
　　　支 部 助 成 金
　　　会 員 組 織 費
　　　各種委員会事業
�．　総 務 管 理 費
　　　給 料 手 当
　　　法 定 福 利 費
　　　福 利 厚 生 費
　　　顧 問 料
　　　消 耗 品 費
　　　事務用消耗品費
　　　備 品 費
　　　共 益 費
　　　水 道 光 熱 費
　　　通 信 費
　　　旅 費 交 通 費
　　　手 数 料
　　　交 際 接 待 費
　　　会 議 費
　　　総 会 費
　　　租 税 公 課
　　　雑　　　　　　費
4．　予　　備　　費

��,000,000
6��������
4��������
���������
��,�00,000
���5������
���������
��5������
���������
�������
���������
�������
7������ 
�5�����
���5�����
��8������
5�5������
�������
7������
��5������
��5������
5������
�,000,000

�0,088,���
5�787����
4�����65�

�
��,�88,��8
���57���8�
���56�6��
78���66

����4��57
7�����

���6��6�6
48��77�
664��8�
����64�

���74�887
���6��8��
4��5��4��
5���56
548�66�

���4��8��
���������
75��764

0

9��,��9
�������
△����65�
���������
�,���,���
△7���8�
△�56�6��
7�6���4
7�5��4�
����6�

△�6��6�6
△�8��77�
�5����

△6��64�
�75����

△�6��8��
���46�587
�48��44
�5����7
�56���8
����8��

△�5��764
�,000,000  

当 期 支 出 合 計　C ����75����� ��6�54����5 6���6��75

当 期 収 支 差 額　A　 —　C � �5�48����� △�5�48�����

次期繰越収支差額B　—　C 44�������� 5��746�568 △�5�746�568

注：⑴文化庁請負代金54�7�6����円

注：⑵文化庁請負代金75�����円を含む



社団法人　日 本 舞 踊 協 会
（ 特 別 会 計 ）

収 支 計 算 書
自平成��年４月１日～至平成��年３月��日

（単位：円）

⑴　収 入 の 部
科　　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 備　　　考

�．　舞踊公演収入
　　　日本舞踊協会公演
　　　創作舞踊劇場公演
　　　新春舞踊大会公演
�．　補 助 金 収 入
　　　日本舞踊協会公演

��0,000,000
4���������
5���������
����������
�,000,000
6��������

���,��0,8��
5���7�����
5��4�5��75
���8�5����
�,��9,000
6��������

△�,��0,8��
△���7�����
△��4�5��75
△��8�5����
△��9,000
△�������

注：⑴
注：⑵

東京都

当 期 収 入 合 計　A ��6�������� �4��7���875 △5�7���875

前 期 繰 越 収 支 差 額 ��������� ���65��6� △65��6�

収 入 合 計 　 B �45�������� �5��6�5���5 △5�7�5���5

⑵　支 出 の 部
科　　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 備　　　考

�．　公　　演　　費
　　　日本舞踊協会公演
　　　創作舞踊劇場公演
　　　新春舞踊大会公演
�．　一般会計へ繰入

���,�00,000
54��������
5���������
���5������
�,�00,000

���,���,���
5��85��4��
5��47��6��
�5���4����
�,�00,000

△�,9��,���
�48�5�8

△��47��6��
△5�6�4����

0

当 期 支 出 合 計　C ��6�������� �4����7���4 △6���7���4

当 期 収 支 差 額　A　 —　C � △����7���� ����7����

次期繰越収支差額B　—　C ��������� 8�758���� ���4���7�

注：⑴文化庁請負代金�7��������円を含む

注：⑵文化庁請負代金 ���������円を含む



社団法人　日 本 舞 踊 協 会

収支計算書総括表
自平成��年４月１日～至平成��年３月��日

（単位：円）

⑴　収 入 の 部
科　　　　　　目 一 般 会 計 特 別 会 計 内部取引消去 合　　　　計

�．財 産 収 入
�．会 費 収 入
�．入 会 金 収 入
4．事 業 収 入
5．舞 踊 公 演 収 入
6．補 助 金 収 入
7．寄 付 金 収 入
8．特別会計より繰入金
�．そ の 他 の 収 入

����57�
5��7������
��5������
56��������

�
�
�

��5������
���4��465

�
�
�
�

��5�6���875
6��������

�
�
�

△��5������

����57�
5��7������
��5������
56��������
��5�6���875
6��������

�
�

���4��465

当 期 収 入 合 計　A ������5���7 �4��7���875 △��5������ �6���54����

前 期 繰 越 収 支 差 額 44��64�556 ���65��6� � 54�����8�6

収 入 合 計 　 B �66��8��5�� �5��6�5���5 △��5������ ��6�484�7�8

⑵　支 出 の 部
科　　　　　　目 一 般 会 計 特 別 会 計 内部取引消去 会　　　　計

�．事　　　業　　　費
�．組　　　織　　　費
�．公　　　演　　　費
4．総 務 管 理 費
5．一般会計へ繰入金
6．予　　　備　　　費

54�765�5�6
����88�65�

�
4��688�778

�
�

�
�

�4��4�7���4
�

��5������
�

△��5������

54�765�5�6
����88�65�
�4��4�7���4
4��688�778

�
�

当 期 支 出 合 計　C ��6�54����5 �4����7���4 △��5������ �47��8�����

当 期 収 支 差 額　A　 —　C �5�48����� △����7���� � �4��74�77�

次期繰越収支差額B　—　C 5��746�568 8�758���� � 68�5�4�58�



社団法人　日 本 舞 踊 協 会

正味財産増減計算書
自平成��年４月１日～至平成��年３月��日

（単位：円）
科　　　　　　　　目 合　　　計 一 般 会 計 特 別 会 計

⑴　増　加　の　部
　�．資　産　増　加　額

当 期 収 支 差 額 �5�48����� �5�48����� �

増　加　額　合　計 �5�48����� �5�48����� �

⑵　減　少　の　部
　�．資　産　減　少　額

　当 期 収 支 差 額
　建物減価償却額
　設備造作減価償却額
備品減価償却額

����7����
5�4����
�57���5
85��76

�
5�4����
�57���5
85��76

����7����
�
�
�

減　少　額　合　計 ���5��64� 846�4�� ����7����

当期正味財産増減額 ���4�8��7� �4�6�5�6�� △����7����
前期繰越正味財産額 54�������� 44��5���5� ���65��6�
期末正味財産合計額 67�747�584 58��8��56� 8�758����



社団法人　日 本 舞 踊 協 会

貸　借　対　照　表
平成��年３月��日現在

（単位：円）

Ⅰ　資 産 の 部
科　　　　　　目 一 般 会 計 特 別 会 計 内部取引消去 合　　　　計

�．流　動　資　産
現 金 預 金
未 収 入 金
前　　　払　　　金
特 別 会 計 仮 払 金

�．固 定 資 産
基本財産引当定期預金
花柳壽応賞引当定期預金
建　　　　　　　物
設 備 造 作
備　　　　　　　品
土　　　　　　　地

�0,�89,�88
���47��6�4
7���7�465

�
���67�����
�9,�80,�9�
�5��������
�4��������
�4��8��6��
5�6����
�54�864
6��������

��,���,��9
��576����
���������
5�44���4�

�
0
�
�
�
�
�
�

△��,��9,��9

△���67�����

�0,9��,�08
4���48����
�6�457�465
5�44���4�

�
�9,�80,�9�
�5��������
�4��������
�4��8��6��
5�6����
�54�864
6��������

資　産　合　計 �����7���8� �4���6���� △���67����� ����7�7����

Ⅱ　負 債 の 部
科　　　　　　目 一 般 会 計 特 別 会 計 内部取引消去 合　　　　計

�．流　動　負　債
未　　　払　　　金
預　　　り　　　金
仮　　　受　　　金
一 般 会 計 仮 受 金

�．固 定 負 債
積　　　立　　　金

���,8�0
�������
4���8��
4�����

�
�0,���,800
5��5�7�8��

��,��8,��8
5����

��6������
�

���67�����
0
�

△��,��9,��9

△���67�����

�,���,8�9
��5����
����6�8��
4�����

�
�0,���,800
5��5�7�8��

負　債　合　計 5���8��6�� �5��78���8 △���67����� 5���7��6��



（単位：円）

Ⅲ　正味財産の部
科　　　　　　目 一 般 会 計 特 別 会 計 内部取引消去 合　　　　計

�．基　　本　　金
�．剰　　余　　金
前 期 繰 越 剰 余 金
当期正味財産増減額

��,000,000
��,989,���
����5���5�
�4�6�5�6��

0
8,��8,0��
���65��6�

△����7����

��,000,000
��,���,�8�
����������
���4�8��7�

正 味 財 産 合 計 58��8��56� 8�758���� � 67�747�584

負債・正味財産合計 �����7���8� �4���6���� △���67����� ����7�7����

計算書類に対する注記
１�重要な会計方針
⑴固定資産の減価償却の方法
　有形固定資産………定額法を採用している。
　無形固定資産………定額法を採用している。
⑵資金の範囲について
　資金の範囲には、現金・預金、未収入金、前払金、仮払金、未払金、預り金、
仮受金を含めることにしている。なお、前期末及び当期末残高は、下記３．
に記載するとおりである。
⑶ 消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式によっている。
２�基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産引当定期預金 �5�������� � � �5��������
合　計（基本金） �5�������� � � �5��������



３�次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　　　　目 前　期　末　残　高 当　期　末　残　高
現 金 預 金
未 収 入 金
前　　　払　　　金

7����5�845
�����8�8��
8�547�6�5

4���48����
�6�457�465
5�44���4�

合 計 ����87���7� 7���46�4�8
未 払 金
預 り 金
仮　　　受　　　金

4��86���77
5�6�5��8�
84����

��5����
����6�8��
4�����

合 計 48�64��557 ��44��8��
次期繰越収支差額 54�����8�6 68�5�4�58�

４�固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　　　　　目 取 得 価 額 減価償却累計額 当 期 末 残 高
建 物
設 備 造 作
備 品

�8��������
4�����4��
���6��865

�������4��
��7�4��6�
����8����

�4��8��6��
5�6����
�54�864

合 計 �5�4����65 ���7���47� �4�78��7�5



社団法人　日 本 舞 踊 協 会

財 産 目 録
平成��年３月 ��日現在

（単位：円）

（資 産 の 部）
�．流　動　資　産
　　現金預金
　　　　　　手許有高
　　　　　　普通預金　三菱東京UFJ銀行月島支店５口
　　　　　　住友信託銀行東京営業部
　　　　　　住友信託銀行東京営業部（花柳壽応賞口）
　　　　　　郵便振替　東京貯金局
　　　　　　定額貯金　中央勝どき郵便局
　　　　　　定期預金　三菱東京UFJ銀行月島支店
　　未収入金
　　　　　　平成�7年度～��年度会費��6名分
　　　　　　芸能人健康保険組合　平成��年度手数料
　　　　　　研修指導講習会　文化庁請負代金
　　　　　　舞台芸術事業　文化庁請負代金（追加公演分）
　　　　　　新春舞踊公演　文化庁請負代金
　　前　払　金
　　　　　　平成��年度創作劇場公演費用
　　　　　　平成��年度新春舞踊公演費用
　　　　　　平成��年度舞踊協会公演費用
　　　　　　流 動 資 産 合 計

�．固　定　資　産
　　定期預金　住友信託銀行東京営業部（基本財産引当）
　　定期預金　住友信託銀行東京営業部（花柳壽応賞引当）
　　建　　物　鉄筋コンクリート造�5階建
　　　　　　　２階部分　����6�㎡
　　設備造作　冷暖房装置、内装一式
　　備　　品　事務機器他
　　土　　地　中央区勝どき２－�8－１共有持分���/�65��
　　　　　　固 定 資 産 合 計

　

�9,0�8,90�
�6��4��

�8�6���874
����8���7
��46���8�
���������
����������
���������
��,���,���
���6�����
����465
75�����

��5�7����
���������
�,��0,0�0
�4�����

���7����5
��4�5���5

�5��������
�4��������
�4��8��6��

5�6����
�54�864

6��������

　

7���46�4�8

4��78��7�5

資　産　合　計 ����7�7����



（負 債 の 部）
�．流　動　負　債
　　未　払　金
　　　　　　　花柳壽應賞賞金
　　　　　　　公演チケット代過受領分
　　預　り　金
　　　　　　　給料源泉所得税
　　　　　　　給料住民税
　　　　　　　報酬源泉所得税
　　　　　　　平成��年度会費　８名分
　　　　　　　会員健康保険料
　　　　　　　舞踊協会公演出演料等源泉所得税
　　仮　受　金　入会未承認分　入会金・会費２名分
　　　　　　流 動 負 債 合 計

�．固　定　負　債
　　積　立　金　共済会積立金
　　　　　　　花柳壽應賞基金積立金
　　　　　　　日本舞踊協会事務局新設購入金

　　　　　　固 定 負 債 合 計

　

�0�,000
�������
5����

�,09�,8�9
5��5��
54����
�������
8�����
��6�8��

��6������
�0,000

��4������
�6��������
�����7�8��

　

��44��8��

5��5�7�8��

　

負　債　合　計 5���7��6��

正　味　財　産 67�747�584

以上の通り報告します。

　　　平成��年５月��日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　日本舞踊協会

会　長　犬　丸　　　直

以上の決算書を監査の結果適法正確であることを認めます。

　　　平成��年５月��日
監　事　中村芝翫こと　　

中　村　栄次郎
同　　藤間章作こと　　

柏　木　長　次
同　　藤間紋寿郎こと　

礒　川　己津雄



　社団法人　日本舞踊協会
平成��年度事業計画書　自　平成��年４月１日

至　平成��年３月��日

��　日本舞踊の調査、保存、研究及びその成果の発表

　イ．舞踊に関する年間の記録・保存及び統計的調査をする。
　ロ．創作舞踊の振興に資するための研究、成果を発表する。

��　日本舞踊家の技能及び教養向上のための研修

　イ．「舞踊家のための研修指導講習会」を各支部別に開催する。
　ロ．講師及び指導者の派遣斡旋を行う。

��　日本舞踊に関する研究発表会

　イ．「第5�回 日本舞踊協会公演」を重要無形文化財保持者をはじめ、日本舞
踊各流派の代表的舞踊家により、平成��年２月�4日、�5日、�6日の３日
間、都民芸術フェスティバル参加公演として国立劇場で開催する。

　ロ．新しい日本舞踊の向上発展に資するため、文化庁芸術創造活動重点支援
事業として「第�5回創作舞踊劇場公演」を平成��年６月５日から８日の
４日間、ル　テアトル銀座で開催する。

　ハ．新進舞踊家によるコンクール公演、「平成��年各流派合同新春舞踊大会」
を文化庁芸術団体人材育成支援事業として平成��年１月５日から８日の
４日間、国立劇場小劇場で開催する。

��　舞踊に関する内外資料及び文献の収集保存

　　　舞踊に関する各種資料、文献の収集保存をはかる。

��　日本舞踊家の顕彰及び福利厚生

　イ．新春舞踊大会において優秀な成績をおさめた舞踊家を選考のうえ表彰す
る。

　ロ．花柳壽應賞の選奨を平成��年１月に行う。
　ハ．日本舞踊の昂揚発展に貢献した永続舞踊家を表彰する。
　ニ．会員及び家族の厚生施策をはかる。



　ホ．会員の慶弔見舞をはかる。
　ヘ．会員をはじめ、一般の舞踊に関心をよせる人々への相談、便宜を供する。

��　機関紙及び図書の刊行

　イ．機関紙「日本舞踊協会報」を定期刊行し会員に配布する。
　ロ．全日本舞踊連合刊行の「舞踊年鑑」に協賛する。

��　その他の目的を達成するために必要な事業

　イ．子どもたちの豊かな情操を育むために支部と連携しつつ日本舞踊の全国
的な普及活動を展開する。

　ロ．小学生から中学生を対象とした文化庁主催「本物の舞台芸術体験事業」（学
校公演）を平成��年９～��月新潟県、富山県、福井県、石川県、京都府
で行う。

　ハ．東京都、財団法人東京都歴史文化財団、社団法人日本芸能実演家団体協
議会主催による「キッズ伝統芸能体験」に協力する。

　ニ．文化庁「学校への芸術家等派遣事業」に協力する。
　ホ．関係官庁及び各種団体との連結提携促進のための会の開催に参加・協力

する。
　ヘ．文化庁海外芸術家招へい研修員受入の支援など各国芸術家との文化交流、

交換をはかる。
　ト．支部活動を強化し、組織の活性化と拡充発展をはかる。

　チ．全日本舞踊連合の発展に協力する。

　リ．ホームページの充実をはかり、日本舞踊の広報につとめる



社団法人　日 本 舞 踊 協 会
平 成 �� 年 度

収　支　予　算　書
平成��年４月１日 から 平成��年３月��日まで

（単位：円）
科　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　　減 備　　　考

Ⅰ　事業活動収支の部
�．　事業活動収入
　①基本財産運用収入
　　基本財産利息収入

　②会費収入
　　正会員会費収入
　③入会金収入
　　正会員入会金収入
　④事業収入
　　日本舞踊協会公演
　　創作舞踊劇場公演
　　新春舞踊大会公演
　　舞台芸術（学校）
　　研修指導講習会
　　こ ど も ひ ろ ば
　　キッズ伝統芸能体験

　⑤補助金収入
　　日本舞踊協会公演
　　創作舞踊劇場公演

　⑥その他の収入
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注：１

注：２

東京都
文化庁

事 業 活 動 収 入 計 �5��������� �47��5����� ��85�����

�．　事業活動支出
　①事業費
　　日本舞踊協会公演
　　創作舞踊劇場公演
　　新春舞踊大会公演
　　舞台芸術（学校）
　　研修指導講習会
　　こ ど も ひ ろ ば
　　キッズ伝統芸能体験
　　広 報 活 動 費
　　支 部 活 動 費
　　顕 彰 費
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　　福 利 厚 生 費
　　旅 費 交 通 費
　　通 信 運 搬 費
　　調 査・資 料 費
　　負 担 金
　　印 刷 製 本 費
　　雑 支 出

　②管理費支出
　　給 料 手 当
　　法 定 福 利 費
　　福 利 厚 生 費
　　顧 問 料
　　消耗什器備品費
　　消 耗 品 費
　　共 益 費
　　光 熱 水 料 費
　　通 信 運 搬 費
　　旅 費 交 通 費
　　手 数 料
　　交 際 接 待 費
　　会 議 費
　　総 会 費
　　租 税 公 課
　　修 繕 費
　　賃 借 料
　　火 災 保 険 料
　　委 託 費
　　雑 支 出
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事 業 活 動 支 出 計 �4��������� �45��5����� 4��6�����

事 業 活 動 収 支 差 額 ��7������ ��������� △�������

Ⅱ．予備費支出
　　予 備 費 支 出
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当　 期　 支　 出　 計 �5��������� �47��5����� 4��6�����

当  期  収  支  差  額 △������� � △�������

前 期 繰 越 収 支 差 額 68�5�4�58� 44�������� �4�5�4�58�

次 期 繰 越 収 支 差 額 68���4�58� 44�������� �4���4�58�

注：１文化庁請負代金を含む

注：２文化庁請負代金を含む


